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はじめに

　本研究は現代の家族関係と愛着に関する文献研究

である。金谷（2009；2013；2014）は愛着理論の実

証研究と愛着理論に基づいた臨床研究を考察してき

た。本研究ではこれまで焦点化して考察してこな

かった家族にまつわる問題を愛着や愛着理論の観点

から探究していきたい。

　本研究では、最初に現代家族の変容とその特徴を

概観する。次に家族と愛着に関連した内外の文献を

４つの観点からレビューしていく。アタッチメント

理論と養育システム、アタッチメント理論から捉え

た家族の危機（離婚、未組織型の愛着、DV）、アタッ

チメントとトラウマ、親・家族・愛着に焦点を当て

た介入研究についてである。最後に今後の課題を検

討していく。

１．現代日本の家族の変容とその特徴：戦後の日本

の家族の変遷

　機械化される以前の農業中心の時代には、母親で

ある女性の多くは労働力として家業を支えていた。

その後、第一次世界大戦後の好景気に伴う産業化の

進展により職場と家庭の分離が始まると、母親は専

業主婦として家事と育児に従事するようになった。

父親は俸給生活者、母親は専業主婦として２、３人

の子どもを養う性役割分業に基づく家族の形態は第

二次世界大戦終結以降確固としたものになった。こ

の戦後の近代家族を、落合（1994）は「家族の戦後

体制」、山田（2005）は「戦後家族モデル」と名付

けている。

　落合は近代家族の概念を①家内領域と公共領域と

の分離②家族構成員相互の強い情緒的関係③子ども

中心主義④男は公共領域・女は家内領域という性別

分業⑤家族の集団化の強化⑥社交の衰退とプライバ

シーの成立⑦非親族の排除（⑧核家族）という特徴

にまとめている。そして、女性の主婦役割からの脱

却、再生産平等主義（押しなべて人は結婚し、家庭

には２、３人の子どもがいる）の崩壊、人口学的移

行期世代（多産少死で就労世代の多い人口構造）の

衰退という家族の戦後体制の３条件がすべて失われ

たオイルショック後の1975年がこの近代家族の変曲

点であると述べている。山田（2005）は、さらに、

この1975年以降に近代家族を維持するための修正

（妻のパート労働者化、晩婚化等）が起こり、バブ

ル崩壊後の1998年に解体期が訪れたとしている。

　1970年代半ばという時期は、専業主婦が主流で

あった。その後共働き夫婦が増大し、1990年代前半

以にその数は逆転している（内閣府2013）。また若

い世代の女性の晩婚化や受胎調節が一般化して1950

年代半ば以降安定していた合計特殊出生率が低下し

たことによる少子高齢化が始まった時期である（厚

生労働省2012）。1990年代末という時期は、児童虐

待相談件数、妊娠先行型結婚、少年凶悪犯罪数、離

婚数等の増大といった家族をめぐる問題が顕著に

なってきた時期である。

　大家族で生活していた時代には、母親だけではな

く、祖父母やきょうだいも幼い子どもの世話をして

いた。その時代には母親の子育てについての精神的

な負担は少なく、母親の意識としては、子どもは自
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然に、勝手に育ってしまう存在だった。

　近代家族では、子育ては母親の役割であり、この

時代の母親の関心は家庭に向けられていた。1955年

頃から1975年頃までの安定期には、母親は子どもの

教育に熱心に取り組んだ。1970年代の研究（東洋他

1981）では母親の教育責任については、親が高学歴

でホワイトカラーであるなどの高い階層ほど大きく

認識しているという傾向が見られている。

　1980年代には、結婚して仕事を辞めた高学歴の専

業主婦の母子癒着問題が多く指摘されるようになっ

た。夫が忙しく働く中、彼女らにとっては優秀な子

どもを育てることが自己実現の手段であり、子ども

の教育が生き甲斐であった。（橘1996）。

　経済の停滞期となった1990年代からは、子どもの

学力の二極化が始まった。富裕高学歴の親は、教育

に熱心で子どもへの多額の教育費を十分に支払う能

力がある一方、低所得層の親は、日々の生活に追わ

れ、教育に無関心で、教育への出費を抑えざるを得

ない状況であることが主な原因であると考えられた。

　この時代の母親の意識について見てみると、1997

年の調査（柏木・永久1999）では、年齢層が若く、

有職で子どもの少ない層ほど母親や妻としてではな

く個人として生きたいという願望が強いことが示さ

れ、さらに、2001年の調査（柏木・平山2005）では、

フルタイム就業の母親は個人としての自己のありよ

うに満足していることが示されている。富裕層の母

親は、子どもの教育に対する関心は強いが、教育を

塾などの外部に委託してしまいがちで家庭教育・家

庭独自のしつけを等閑にする。また、家庭や子ども

ではなく自分自身のことに興味があり、子育てに対

しては負担感を抱いている。子どもへの直接的な関

わりや興味関心が希薄で子どもに十分に向き合って

いないという点では、低所得層の無関心な親と違い

がない状況である。今日、親の子どもに対する意識、

家庭力の衰退はさらに進んでいる。

２．アタッチメント理論と養育システム

　臨床家として愛着理論を概説し、さらに愛着研究

の関係性の発達の解明と臨床への貢献について考察

しているのがデイビット・ウォーリン（2011）であ

る。愛着理論を構築したジョン・ボウルビィ、乳幼

児の愛着パターンの測定法（ストレンジ・シチュエー

ション）を開発したメアリー・エインズワース、大

人の表象レベルの愛着を評価する方法（成人愛着面

接：AAI）を開発したメアリー・メイン、愛着パター

ンの世代間伝達に関する研究からメンタライジング

（反省）様式、情動調節、間主観性の研究および臨

床を行っているピーター・フォナギーを紹介してい

る。さらに愛着関係と自己の発達、愛着体験の多様

性を述べ、愛着理論から臨床実践へ進める上でメン

タライゼーションとマインドフルネスの概念を説明

している。

　養育システムに焦点化して研究することによって

見 え て く る も の を 検 討 し て い る の はGeorge & 

Solomon（2008）である。ボウルビィの内的作業モ

デルの概念を利用し、親自身の養育の表象の評価を

検討した研究を概説している。養育の表象を測定し

ている文献、用いられた査定法・測度、対象の年齢

グループ、結果をまとめている（pp842-843）。里親

養育を受けている乳幼児と里親対象に行われた研究

では親のマインド・マインディドネス（子どもが自

律的心を持っていることを考えることができる能

力）を調べている。安定愛着の母親は受容と情緒的

安定が高いなどの結果が出ている。４、５歳児とそ

の母親の洞察力や子どもの動機への洞察、子どもに

ついての新しい情報を受け入れる柔軟性等を調べた

研究では安定愛着と不安定愛着の違いが示されてい

る。乳児とその母親を対象に親発達面接を用いた研

究では、親の内省機能と母親自身と子どもの心的状

態への理解と調整の力を調べている。組織化された

愛着を持つ母親は未解決型愛着の母親より高い内省

機能を示したという。親の表象、メンタライジング

そして愛着分類を用いた研究は養育への重要な視座

を与えてくれるだろう。今後はさらに不安定愛着と

の関連で養育の表象の個人差についての研究と理論

が必要である。

　「子どもに対する作業モデルインタビュー」はア

タッチメント理論とその研究から導き出された親の

認識を探る方法である。乳児の生育歴の事実よりも、

親がその子とどのような体験をしてきたかが質問の

焦点である。乳児との関係をより多く語ってもらう

ことに焦点があるので、母親の語る赤ん坊について
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の物語が重要となるとジーナーは述べている（2011, 

p10）。ジーナーは母親の語りから、適応的な面や

洞察力、自身の体験を振り返る能力、メンタライズ

する力を知り、治療を進めている。

３．アタッチメント理論から捉えた家族の危機：離

婚、未組織型の愛着、DV

　愛着理論は離婚に焦点化して研究してはいないが、

離婚は愛着の絆の崩壊・終焉と捉えるならば愛着理

論と離婚研究は関連づけが可能である。Bowlby

（1969;1973;1977;1980）は、愛着対象との分離や別れ、

愛着の傷つき、脱愛着を論じている。愛着の生物学

的機能は、保護、生存であり、ヒトは不安や困難な

状況におかれると愛着対象への近接の維持と接近行

動によって安心を確保しようとするのである。この

ような機能をもつ愛着の絆を壊す離婚は非常に重大

な人生移行をもたらすものとなる。

　Feeney & Monin（2008）は、離婚によるカップ

ルへの情動面での影響や離婚による子どもの安定愛

着への影響についてまとめている。離婚後の子ども

と両親との関係、心身の健康、関係性の機能などの

研究、離婚家庭の乳幼児の安全感と不安定愛着の研

究、母親の父親への態度の影響についての研究など

の結果を考察している。別れが愛着の安全性のリス

ク要因になるかどうかは、不安定性を強める逆境状

況にあるのか、あるいは安全を促進し保護する状況

にあるのかによるといえる。離婚家庭の安全な愛着

について男性より女性に影響があるという性差が見

いだされている。これは最初の愛着対象から受けた

養育の質の違いによるのではないかと解釈されてい

る。

　Feeney & Monin（2008）は、離婚は離婚前の愛

着関係と離婚後の関係性へつながる崩壊した愛着の

過程であるとまとめている。このような離婚の過程

における個人差について愛着理論から検討している

研究は少ない。様々な異なる愛着のタイプのカップ

ル（例えば、安定型と安定型、安定型と回避型、安

定型と不安型、不安型と回避型、不安型と不安型、

回避型と回避型）の離婚のダイナミックスを記述し、

臨床的介入の一般的ガイドラインを提示している多

くの愛着研究や臨床的観察がある。これらは実証的

に検証されていく必要がある。

　アリエッタ・スレイド（2011）は愛着理論の実証

研究に結びつけて精神分析的心理療法を行っている

臨床家である。子どもにとって愛着は、自分の経験

によって規定され、親の愛着経験の歴史によって形

成されるものであると述べている（フォナギー, 

2008）。彼女（2011）は愛着分類の妥当性を考察し

ながら治療を進めている。愛着表象が未組織・未解

決型は最も病理性が高い。その原因はトラウマ的な

経験のため、心理化や内省機能が働かないからと考

えられている。実際の母子相互作用の場面を紹介し

ながら、未組織・未解決型の理解と治療について検

討している。

　DVとは配偶者（元配偶者も含む）や親密な関係

にあるパートナー間で起こる暴力であるが、近年は

特殊な夫婦間に起こる稀な暴力というよりは一般的

で誰にでも起こり得る暴力と言われる。高畠（2007）

は、DV被害女性や両親間DVの目撃者の子どもにア

タッチメント理論を適用して治療を試みている。そ

の理論的枠組みとして内的作業モデル（Bowlby, 

1969）を活用している。被害者たちの回復のための

支援事例を通して説明している。

４．アタッチメントとトラウマ

　Kobakら（2008）は、アタッチメント理論や研究

がトラウマ体験への対処や解決に役立つと述べてい

る。アタッチメント関連性トラウマには４タイプあ

る。予期せぬ別離によるアタッチメント対象の利用

可能性を失う崩壊、親による虐待やアタッチメント

対象が危険の源となる状況、アタッチメントの傷つ

き（見捨てられ）、アタッチメント対象との死別で

ある。彼らはアタッチメント関連性トラウマの解決

を干渉する過程を考察している。成人愛着面接にお

ける「未解決の喪失とトラウマ」すなわちアタッチ

メント関連性トラウマやPTSDの臨床研究をレ

ビューし、その共通性を検討している。アタッチメ

ント理論によると、対人関係の文脈が、トラウマ的

な出来事を解決する能力を促進したり妨げたりする。

そこでアタッチメント関連性トラウマの解決を促進

する要因を明確にしていこうとしている。例えばス

トレス制御、トラウマ的出来事に伴う極度の恐怖と
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無力感のマネジメントである。また安定したアタッ

チメント関係は、トラウマ性の記憶に結びつく極度

の恐怖への対処にとって不可欠な役割を果たす。早

期のアタッチメントトラウマは、後のトラウマに比

べて長期的な影響をもたらすといわれる。またア

タッチメント関連性トラウマは解決が困難な長期に

わたる無秩序型のパターンを生むと考えられる。ア

タッチメントとPTSDのメカニズムについての検証

をする必要がある。

　リーバーマンらは、トラウマという視点を用いる

ことでアタッチメント研究の文献で見出される以上

のもっと重篤な無秩序型の子どもと親との関係性形

成の経路を臨床家は同定できるだろうと述べている

（ブッシュ＆リーバーマン, 2011; Leiberman & Amaya-

Jackson, 2005）。彼らはトラウマを負った子どもの

アセスメントと治療は、アタッチメントとトラウマ

の二重の枠組みを用いて行われるべきであると提唱

している。

　アタッチメントとトラウマが込み入った結びつき

方をしている状況の代表的なものとしてはDVがあ

げられる。子どもは危険から保護されるために養育

者を探し求める生物としての傾向がある（Bowlby, 

1969）が、保護してくれるはずの養育者が恐怖の源

だとすると子どもはどうしてよいかわからないだろ

う。養育者の無視や非応答、脅しといった応答性は

無秩序型のアタッチメントの強力な危険因子といわ

れている。不適切な養育は無秩序型アタッチメント

と直接結びついているという報告もある。またDV

被害女性は自分の子どもを虐待する危険性が高いと

いう報告もある。

５．親、家族、愛着に焦点を当てた介入研究

　トムリソン（2009）は、傷ついた子どもへのケア

に関して、リスクとレジリエンスという視座をもっ

て考察している。子どもへの不適切なかかわりに関

連する長期的な防御推進要因としては、養育歴の良

好さ、夫婦間の支え合いの望ましい状態、ユーモア

があること、知的能力の高さ、雇用されていること

を挙げている。リスク要因としては、病気、傷害、

夫婦間の不和、失業、その他の生活上のストレッサー

を示し、脆弱性の高い親に影響を与え虐待やネグレ

クトの確率を高めると述べている（p113）。家族の

生活とストレス、例えば、長期の経済的な困窮、失

業、ひとり親世帯、葛藤状態、暴力、別居、離婚の

可能性、子どもの数が多いなどはリスク要因になり、

家族や夫婦間の調和、家族の結びつき、肯定的で思

いやりのある家族のやりとりなどは防御推進要因と

なる。家族のソーシャルサポートのリスク要因とし

ては、他者への過剰な依存、孤立、他者からのサポー

トがないこと、夫婦間や対人関係の不調和などが挙

げられている。家族や友人との情緒的な親密さ、家

族や友人によるサポートネットワークの存在、夫婦

間の友好な支え合いなどは防御推進要因となる。今

後の課題として、リスクの高い状態にある家族によ

る不適切なかかわりを予防するため愛着関係を視座

に入れた早期介入やエビデンスに基づいた予防的お

よび治療的介入の研究を進めていくことであると述

べている。

　 Berlin（2005）は早期のアタッチメントを促進す

る14の介入研究について、親の内的作業モデル、親

の養育の感受性、アタッチメントの測定、治療的介

入などの側面からレビューし考察を行っている。初

めて母親になる低所得の女性とその子どもの環境面

の向上をはかるプログラムは、看護師が家庭訪問を

して、カウンセリング、家族計画、育児に関する教

育、栄養、物質乱用についての情報を提供する包括

的で長期的な介入である（Olds, 2005）。Sladeら

（2005）が行っているのは、研究者と臨床家が協働

して若い母親とその赤ちゃんの愛着や心身の健康を

改 善 す る 家 庭 訪 問 プ ロ グ ラ ムMinding the Baby

（MTB）である。これは親の内省機能を促進するこ

とを目指すプログラムである。

　Greenberg（2005）は、アタッチメントに焦点を

当てた介入の成果を評価しながら、さらに大きな検

討課題としてアタッチメント、ストレス、家庭の健

康、ライフコース、そして社会的政策との間の関係

性についてであると指摘している。

　Johnson（2008a）によると結婚ストレスのパター

ンをアタッチメント理論で説明する試みが増えてい

るという。彼はカップルと家族のセラピーをアタッ

チ メ ン ト の 視 点 か ら 研 究 し て い る（Johnson, 

2008b）。個人の機能、成長、回復力という点で、安
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全な避難場所や安全基地としてのアタッチメントの

意義が明らかになってきている。

今後の課題

　本研究で扱ったアタッチメント関連の文献は欧米

での研究が中心であった。現代日本においても虐待

やネグレクトのみならずアタッチメントが関係して

いる様々な問題が生じていると考えられる。今後の

課題としては、我が国におけるリスク家庭のアタッ

チメント理論からの考察と現実問題の解決の方法を

探ることである。さらに膨大なアタッチメント研究

の文献を精査したいと考える。

＜付記＞本研究は埼玉学園大学の共同研究補助（平

成25年度）を受けて行われたものである。
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